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　不妊検査・不妊治療を受けているご夫婦の経済

的負担の軽減を図り、少子化対策の推進に寄与す

ることを目的に不妊治療費補助制度を実施してい

ます。補助期間は２年間です。

●補助対象の治療・補助額

・健康保険適用分の不妊検査、一般不妊治療（タ

イミング法、排卵誘発法、ホルモン療法など）

に要した自己負担全額

・人工授精に要した費用

※体外受精または顕微授精を受けている方は、

県の特定不妊治療費助成制度の対象となり

ますので、半田保健所へ問い合わせてくだ

さい（ 0569-21-3341）。

●補助金の申請

　平成28年３月～平成29年２月の受診分の医療費

を平成29年３月31日までに申請してください。手続

きには「東浦町不妊治療費にかかる受診等証明書」

（医療機関で証明が必要）と領収書（３月診療分から

翌年２月診療分の１年間分）が必要になります。

　そのほかにも必要な書類がありますので、問い

合わせてください。なお、平成28年４月から保健

センターでも受付を開始します。

●問い合わせ

　・保険医療課　内線１５８

　・保健センター　 ８３－９６７７

　不妊治療費補助制度を知っていますか？補助

　阪神・淡路大震災など過去の地震災害時におけ

る火災は、多くが電熱機器や、停電復旧時に断線

した電気コードなどからの出火による「電気火災」

が原因と言われています。

　震災時に「電気火災」の発生を抑制するため、平

成28年度から感震ブレーカー（簡易式）の購入設置

に係る補助制度を始めます。

●補助内容

費用の２分の１以内（上限2,000円）

●対　象

感震ブレーカー（簡易タイプ）を購入し、町内の

自宅（分電盤）に設置した方

※感震ブレーカーのうち、分電盤タイプ、コン

セントタイプなどは補助対象外

●申し込み

申請書と必要書類（領収書、設置後の写真など）

を問い合わせ先へ

※申請書などは防災交通課で配布または町ホー

ムページからダウンロード可

●問い合わせ　防災交通課　内線２３５

感震ブレーカーの種類

　感震ブレーカーには主に次の種類があります。
種　類 概　要

簡易
タイプ
（補助
対象）

　家庭の分電盤のスイッチに接続す
るもので、揺れを感知するとおもり玉
の落下やバネの作用などよりスイッ
チをOFFにし、電気を遮断します。　
※費用は２～４千円程度

分電盤
タイプ
（補助
対象外）

　分電盤に揺れを感知すると電気を
遮断する機能が付いたもので、基本
的には、住宅内すべての電気が遮断
されます（取り付け工事が必要）。　
※費用は工事費込みで５～８万円程度

コンセント
タイプ
（補助
対象外）

　コンセントに内蔵されたセンサー
が揺れを感知し、当該コンセントか
らの電気の供給を遮断します（①コ
ンセントの取り換え工事が必要なも
の、②差し込むだけのもの）。　
※費用は５千円～２万円程度

注意事項

　感震ブレーカー（簡易タイプ）は、地震の揺れと

同時に住宅内すべての電気を遮断するため、電源

を必要とする医療機器や防犯システムなどを利用

している方は、別途、電源が必要になります。

　また、夜間に地震が発生した場合には照明が消

えてしまうため、屋外への安全な避難の妨げにな

ることが考えられます。懐中電灯などの避難用照

明の確保とあわせて、家具の転倒防止対策などが

必要になります。

　感震ブレーカー（簡易タイプ）設置費補助補助


